
                          平成 29年 10月 6日  

                         九 州 地 方 整 備 局 

                                            

大規模津波防災総合訓練を宮崎県において 11 月 3日に実施します 
～南海トラフ巨大地震を想定した、九州地方で過去最大級の実動訓練～ 

地震による大規模津波の被害軽減を目指すとともに、津波に対する知識の普

及・啓発を図るため、「津波防災の日」「世界津波の日」にあわせ、大規模津波

防災総合訓練を実施しています。 

今年の訓練は、11 月 3 日に、南海トラフ巨大地震により九州最大の被害が想

定される宮崎県を会場とし、九州地方で過去最大級（145機関参加）の規模で実

施します。 

訓練では、陸・海・空にわたる本番さながらの実動訓練や、外国人留学生、

海外の政府関係者も参加した避難訓練などを実施します。                                  

 

〇 概 要 

大規模津波防災総合訓練は、平成 16 年 12 月に発生したスマトラ島沖大地震

を契機に始まり、12 回目の今年は、宮崎県において九州過去最大級の 145 機関

が参加し実施されます。 

訓練では、南海トラフ巨大地震を想定し、大規模津波来襲に備えた住民等の

避難訓練、救助訓練、TEC-FORCE（緊急災害対策派遣隊）による道路・航路啓開

や緊急排水訓練等を行います。 

また、宮崎港の避難高台「命の丘」を使った住民等の避難訓練には、「世界津

波の日（11月 5日）」の趣旨を踏まえ、外国人留学生や海外の政府関係者が参加

するなど、国際的な普及・啓発のための取組も実施します。 

 

１．訓 練 日 時  平成 29年 11月 3日（金）8:45～12:00 

２．訓練開催場所 メイン会場：宮崎県宮崎市港東（宮崎港東地区 13岸壁） 

         サテライト会場：宮崎市郡医師会病院、大宮小学校 他 

３．主   催 国土交通省、宮崎県、宮崎市 

４．参 加 機 関 国、地方公共団体等１４５機関   

５．そ  の  他  訓練開催場所、訓練の内容等については、別添パンフレ 

ット、HP（http://www.tsunamibousai29.jp）を参照願います。 

 

 

 

 

 

同時発表：水管理・国土保全局防災課、宮崎県、宮崎市 

〇問い合わせ先  

【訓練全般】 

   水管理・国土保全局防災課災害対策室 

課長補佐   堀  謙一郎  

災害対策係長 有田 由高 

代 表 03-5253-8111（内線 35832、35834） 

直 通  03-5253-8461 

ＦＡＸ  03-5253-1608 

【訓練内容】 

九州地方整備局企画部防災課 

緊急災害対策調整官  永利 信太郎 

代 表 092-471-6331（内線 3125） 

直 通  092-476-3544 

ＦＡＸ  092-476-3467 







宮崎県公表津波浸水想定図（H25.2）



宮崎市公表津波浸水想定図（H25.12）

※留意事項
・この津波浸水予測結果は、
最大クラスの津波が悪条件
化において発生した場合に
想定される浸水の区域（浸
水域）と水深（浸水深）を表し
たものです。
・最大クラスの津波は、現在の
科学的知見を基に、過去に
実際に発生した津波や今後
発生が想定される津波から
設定したものであり、これよ
りも大きな津波が発生する
可能性がないというものでは
りません。
・浸水域や浸水深は、局所的
な地面の凸凹や構造物の影
響のほか、地震による地盤
変動や構造物の変状等に関
する計算条件との差異によ
り、浸水域外でも浸水が発
生したり、浸水深がさらに大
きくなったりする場合があり
ます。
・この津波浸水予測結果は、
避難を中心とした津波防災
対策を進めるためのもので
あり、津波による災害や被害
の発生範囲を決定するもの
ではありません。
・浸水域や浸水深は、津波の
第1波ではなく、第2波以降
に最大となる場所もあります。
・この津波浸水予測結果では、
津波による河川内や湖沼内
の水位変化を図示していま
せんが、津波の遡上等によ
り、実際には水位が変化す
ることがあります。
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